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論文
中国農村社会経済構造の変容分析 (8)
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V. 結語
I. はじめに
1984年8月に「中国農村経済学者学術友好訪華団」を結成し， 10泊11日の日
程で華北農村を訪問調査した1)。 この調査研究は，戦時中に満鉄調査部の「北
支農村慣行調査班」が調査した村落を訪問し，解放後これらの村落がどのよう
な道筋を辿って現在に至っているのか，その変容過程を実態調査を通じて解明
することにあった。しかし，大方の予測通り希望した村落へは入れず，その代
1) 「中国農村経済学者学術友好訪華団」の目的や団員・日程等については，拙稿「華北
農村調査の成果と今後の課題」「東方」第48号， 1985年を参照されたい。
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わり河北省と山東省の 5カ村を訪問することが出来た2)。 また， 『中国農村慣
行調査』中の 2カ村，すなわち河北省槃城県孟董郷寺北柴村と山東省歴城県冷
水郷冷水溝村については村幹部にホテルまでご足労を願い，聞き取り調査をす
ることが出来た3)。本稿の后両山村・東羊市生産大隊・岡上村はそれらの調査
村中，河北省の直接訪問し調査した村落である。
これまでも中国農村を何度か訪問したことはあったが，全てが「友好訪問」
として村の会議室で村幹部から簡単な村の概況説明を受け，その後村の施設を
見学するといったものであった。しかし，今回は観光ビザによる旅行としての
訪中ではあったが，当初から調査を目的にし，旅行社を通じて受入機関の中国
青年連合会にもその旨を強く要望しておいた。そして，その最初の調査村とし
て后両山村を訪問した。それゆえ，后両山村は筆者が中国農村において行った
初めての調査村となり，それ以後，筆者の中国農村実態調査研究に大きな影響
を与えることとなった。また，今回は初めての調査ゆえ調査内容が未熟で，聞
き洩らした点も多々あったが，河北省農村の歴史的展開や三中全会以後の農村
経済の変貌を理解する上において一定の意義があった。そこで，最初の調査地
の報告として発表する次第である。
3カ村の調査日程は以下のごとくである。后両山村へは 8月23日朝早く宿泊
地である北戴河のホテルからマイクロバスで向かい，途中昌黎県外事辮公室副
主任・楊徳民氏が乗るジープと合流し，先導されて村に入った。村からは村長
の王抗興氏 (1947年生まれ）， 副村長の膵昌氏の 2人が出迎えてくれ，村の会議
室で村の概況説明を受け，その後質疑応答となった。当初，この日は昼から他
の村を訪問することになっていたようであるが，本村の社会経済的発展の話だ
けを聞きたいと要望し，昼食を県の招待所で取った以外は夕方遅くまで滞在す
2)拙稿「中国農村社会経済構造の変容分析ー山東省章邸県旭昇郷東張官荘村と東酒埠村
の調査事例ー」関西大学「経済論集」第37巻第 1号， 1987年を参照されたい。
3)拙稿「中国農村社会経済構造の変容分析ー河北省槃城県孟菰郷寺北柴村と山東省歴城
県冷水溝郷冷水溝村の調査事例ー」同上誌，第36巻第6号， 1987年を参照されたい。
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ることが出来た。また，昼からは村の歴史的なことについてもう少し詳細に話
を聞きたいと要望し， 1950~1983年の33年間村長であった王起氏を呼んで戴い
た。
東羊市生産大隊へは 8月25日に石家庄市のホテルからマイクロバスに乗り，
訪問した。村では邸馬郷人民政府の歌利譲氏，大隊長の李氏，副大隊長の龍玉
安・李之棟の両氏，前大隊長の李連柱氏(1956年から1976年まで大隊長， 66歳）等が
出席してくれた。最初，簡単に村の概況説明を受け，質問を行い，その後大隊
の工場を見学し，昼前に 3班に分かれて農家を訪問した0。昼食は農家で御馳
走になり，各班は昼食を取りながら村の歴史，農家の家族構成や経済について
質問した。そして，再び大隊の会議室に集まり，村の老農から解放前から現在
に至る歴史的展開について質問した。
岡上村へは 8月26日に，同じ石家庄市のホテルから前日と同様に訪問した。
村からは村長の鄭孟辰氏を始め村の老農達が出迎えてくれた。ここでもやはり
簡単な概況説明を聞いた後， 村内の縫製工場や「光栄之家」（家族の者が人民解
放軍に入っている）．敬老院・衛生院・百貨大楼 (1972年設立）・幼稚園等を見学し
た。昼食は 3班に分かれて農家を訪問し，そこで御馳走になった5)。 この時も
各団員は村の歴史や伝統的風俗・家族構成等について質問した。昼食後は再び
村の会議室に集まり， 4~5グループに分かれて老農から村の歴史的展開につ
いて聞き取りを行った。出席した老農は鄭夢辰 (57歳， 1976年~1984年までの大隊
長），範二小 (56歳 1949年~1952年までの村長， 1952年~1957年まで人民解放軍に入
隊， 1962年~1967年まで村長），孫換章 (63歳， 1940年~1946年まで日本へ強制連行），
辺書海(58歳， 1954年に教育委員長， 1955年に村長，以後労働者，年金が70元あるので責
任田の分配はない），趙玉増 (54歳， 1956年~1974年まで村長），範合（不明）の各氏で
4)東羊市生産大隊では，第一班が李玉秋 (48歳）宅，第2班が祁（妻の姓）宅，第3班
が李芳子 (45歳）宅を訪問した。これらの各家では村幹部も参加し，一緒に食事をし
た。
5)第1班は辺害海 (58歳）宅，第2班は米富海・ 張奇芳（妻）宅，第3班は李春華 (63
歳）宅を訪問し，やはり各家には村幹部も出席した。
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ある6)。
以上が 3カ村の調査日程であり，既述したごとく本稿の資料は筆者一人で入
手したわけではなく，各団員が農家訪問の際や，小グ）レープに分かれて聞き取
りをする際にそれぞれの興味に従って聞き取りを行い，得られた資料である。
これらの資料については，移動中の列車の中や夜にホテルで互いに報告し整理
した。それゆえ，本稿は団員諸氏の努力に負うところが大きい。また，本調査
団のために中国青年連合会を始めとした関係諸機関や訪問先の村等の多くの方
にお世話になった。本誌を借りて，お礼を申し上げたい。
JI. 調査村の社会経済概況
昌黎県は第1図に見られるごとく河北省の北部に位置し，避暑地の北戴河か
らはマイクロバスで約 1時間かかったように記憶する。両山郷は第2図に見ら
れるように昌黎県城より北へ約2キロメートルのところにあり，潟石山系の麓
に位置する。それゆえ，后両山村の土地の内訳は山地が半分と丘陵地が半分近
くを占め，平地は僅か 200畝である。全村の耕地面積は 1,540畝であり，その
うち果樹園が 1,200畝(77.9%)と，果樹栽培の比重が非常に高い。栽培する果
樹はリンゴ・桃・梨等であり，家庭ではプドウを栽培しており，果物の生産量
は260万斤である。この地帯の果樹栽培に関しては，解放前に満鉄調査部が調
査した調査報告がある冗糧食生産量は64万斤で，その中心は小麦・水稲・白
薯等である。この付近には河がなく， 1965年までは飲み水もなかったが，現在
では飲料用や灌漑用の井戸を掘り，その井戸が30眼に達している。
現住戸数は307戸，人口が1,173人で， 1戸当たり3.82人となる。戸数のうち
6)村長や大隊長の名称が明確に区分されていないが，村民にとっては同じことである。
また，範二小氏と趙宝増氏の村長の任期が重なっているが，これは両者ともその期間
中継続して村長を連任したのではなく，その期間中に何回か村長になったので上記の
ように答えたと思われる。
7)「昌黎縣果樹栽培調査報告」翼東地匪農村宵態調査報告第三部「翼東地証農村産業特
別調査報告書」 1936年。
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第1図 調査村の位置。亡二は調査地
孫姓が現在も半数を占めている。
槃城県は第 1図にみられるごとく河北省の省都・石家庄市の東南に位置し，
東羊市生産大隊は第3図のごとく石家庄市から槃城県城へ行く途中の公路沿い
にあり，邸馬郷の中心地から東約 4キロメートルのところに位置する 8)。東羊
8)東羊市生産大隊は後述するごとくまだ「政社分離」が実施されておらず，東羊市村と
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市生産大隊の耕地面積は3,972畝で，小麦・棉花・玉米（トウモロコシ）・粟・白
薯・野菜等を栽培しており，ここは畑作物が主である。戸数は約 660戸，人口
は約 2,700人で， 1戸当たり人口は約 4.09人となっている。村営企業として紡
績工業・製粉工業・撚糸工業・レンガ工業と運輸業のトラクター・ステーショ
ンがある。農家 8戸が 8輌の自動車を所有し，ハンドトラクターが25輌ある。
生産大隊の社隊企業で働く労働者は440人で個人企業の労働者を含めると， 700
人以上になる。 1人当たり純収入は1966年が88元， 1978年130元， 1983年530元
と上昇している凡
村では1978年以降，計画生育を実施しているが，これは宣伝のみで各家庭に
任せている。一人っ子政策については， 2人目の子供を生んだ場合には罰金
172元を， 3人目は 1,100元を徴収しており， これらの罰金は村へ 3割，郷へ
は名乗っていない。
9)車の台数は応答者によリ異なり、後述では9輌である。また，後述の1983年度の 1人
当たり純収入は 515元と異なっているが，聞き取りのまま記した。
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7割支払われている。一人っ子政策を実施するため避妊手術を無料で行ってお
り，これは女性側がその手術を受け，男で受ける者は少ない。村の衛生所の諸
経費は公益金から賄い，衛生員にたいする給料は 1日1.2元である。教育につ
いては1920年に私塾が 2つあり，生徒数は約20人であった。解放前にはすでに
学校があった。以前，学校には 2人の教師に生徒が70~80人いたが， 1969年に
現在地に移り，現在，小学校 6学級，中学校8学級の計14学級ある。生徒数は
780人で， そのうち本村の生徒は 500人，残り 280人は付近の 4カ村から通学
・している。教職員は39人で，そのうち 7人が民絣教師である。元の学校は現在
写真館となっている。
藁城県は第 3図に見られるごとく，石家庄の東に位置し，閾上村へは車で30
分程度の距離であった。岡上村は第1表に見られるごとく糊上郷9カ村の 1つ
で，郷政府の所在地である。かつて糊上村は鎮であり，現在もここに集市が開
かれている。
第 1表のごとく閥上村の戸数は 539戸，人口2,120人で，そのうち婦人が 312
人（既婚婦人は263人），児童は629人である。耕地面積は2,450畝で，主に棉花・
第1表滴上郷基本状況統計
村~名 総戸数総人数 婦女 既婚 児童Iその内総数 婦女数 総数嬰児 1幼児けい噂 1少年児童
良 村 662 2,325 459 409 675 29 87 139 420 
尚 上 539 2-, 120 312 269 629 24 63 121 421 
小 豊 971 4,090 895 775 963 44 158 224 537 
故 城 446 1,994 947 297 523 30 83 113 297 
庄 ムロ 719 2,729 491 418 794 27 107 190 470 
文 革 561 2,294 500 398 661 37 106 118 400 
ムロ 西 318 1,215 318 193 386 6 47 63 270 
内 族 667 2,671 549 495 729 25 117 152 435 
故 献 847 3,455 630 510 901 35 130 186 550 
A ロ 町 5.730 I 22.893 1 4. 525 1 3. 7841 6, 261 I 257 1 898 1 1. 306 1 3. so 
出典）尚上郷衛生院にて筆写。婦女総数は各村の合計が4,521人となり， 4,525人となら
ない。
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小麦・ 玉米・白薯・大豆を栽培し， 水稲作は僅かである。綿花は 1畝当たり
200斤，糧食は 1,600斤の収量である。工業としては大理石工場・レンガ工場
．縫製工場(3工場）・花瓶工場(2工場）・製鉄工場・洗濯機や魔法瓶に色付けす
る工場，木工工場 (2工場）があり，その他に飯館や花丼栽培場がある。縫製工
場では 6人1組となり， ミシンは各自が持ち込み，給料は出来高払いとなって
いる。 1人当たり月平均給料は70元である。これらのエ副業収入は50万元とな
っている。 1983年度の 1人当たり純収入は460元， 1984年度は600元位になる予
定と言う。
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村には郷の衛生院があり，医者が 5名と10人の医療職員がいる。衛生院では
計画生育を指導したり，避妊手術をも行っており，壁に各種の統計表が貼られ
てあった。第 1表はその一つであり，計画生育を示す表として1983年度の出生
数の統計表がある。 1983年度の第 1子の出生数は58人で，第 2子は38人であ
る。出産に当たり妊婦が心臓病のため 1人死亡し，難産のため子供 1人も死亡
している。 1983年の嬰児数は第 1子が283人，第2子が257人あり，第 1表の数
値と異なる 10)。その他に百貨大楼や幼稚園（先生は3人）がある。
村の姓は範姓が40~50%と最も多く，続いて李姓25%,張姓20.9cるで，かれら
の祖先は山西省洪洞県より移住してきており 11), 解放前では範姓が35%,李姓
30%, 張姓30%であった。通婚は村内が最も多いが，他村では塔元庄・台西村
・小豊村とが多い。
il. 調査村の歴史的展開
1. 后両山村の歴史的展開
后両山村の歴史は約300年程あり，解放前においては戸数が107戸，人口が約
500人で，戸数の 50彩は孫姓であった。ということは，この 35年間に戸数は約
3倍，人口は 2倍強になったことになる。資料によれば1936年の果樹栽培面積
は292畝で，これは耕地面積の 3分の 1に相当するということであるから，耕
地面積は876畝ということになる 12)。栽培果樹は梨が200畝 (1畝当たり栽培果
樹7本，計1,400本），桃50畝（同50本， 2,500本），杏40畝（同15本， 580本），花紅 2
畝（同10本， 20本）とあるが13), 応答では梨が多く，りんごは少なく夏りんご 1
10)本統計数値 (1984年2月）は衛生院の壁に貼ってあった数値で，嬰児の合計は 540人
となり，第1表の嬰児数257人と異なる。第1表の嬰児数257人は本文の第2子の嬰
児数と同じである。
11)洪洞県移民伝説については拙著「中国農村社会経済構造の研究」 1986年，第6章「解
放前の華北農村の一性格」を参照されたい。
12) 13)前掲「昌黎縣果樹栽培調査報告」 p.94。
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種のみで，桃はなかったと言う。果樹の樹齢はすでに 100年に達していた14)。
この村では「水は油より高い」と言われ，春雨がなければ作付けが出来ず，雨
が降らなければ作物は枯れるといった生産条件であった。村民は井戸を掘った
が，その井戸は12~13メートル掘らなければ，地下水に到達しなかった。もう
一つ生活がよくなかったのは，国民党の軍隊が昌黎県城に，共産党の軍隊が山
側にいて拮抗状態にあり，このことが生産に影響を与えたからである15)。農民
は生活費の補助として山で木を刈り，昌黎県城へ行って売った。さらに生活出
来ない80戸の農民は東北へ出稼ぎに行った。 1946年当時には約30戸が出稼ぎに
行ったまま帰郷せず， 3戸は夫と死別し，他家へ嫁いで帰って来なかった。前
村長の王起も1943年から1949年まで東北へ出稼ぎに行っていた。
1947年に村は解放され， 1948年から土地改革を始めた。当時の本村の階級構
成は地主が 5戸，富農16戸，中農 3戸，貧農が83戸で，土地を全く持たない雇
農が 3戸いた。地主の規定は土地が非常に多く， 労働に参加せず， 搾取率が
300を超える者ということであった16)。地主 5戸の姓別は孫姓が 2戸，宋姓 1
戸，張姓 1戸，魏姓 1戸であった。最大地主の孫騎武は全村耕地の 4分の 1を
所有し， それらの土地を小作に出さず， 10人の長工を雇い， その他に短工を
も使って農業経営を営む経営地主であった。 2人の息子は当時共に大学生であ
り，現在はその一人が退職教師で，もう一人は水産会社に勤めていたが，やは
り現在は退職している。その子孫は現在でも村に居るとのことであり，彼等は
地主階級とは関係ないと，村長は多くを語ろうとしなかった。しかし，地主の
14)前掲「昌黎縣果樹栽培調査報告」によれば，梨の樹齢は調査時で， 30年~40年のもの
が多く，西方山麓地では70年~80年以上の老木も決して珍しくないとある。 p.89。
15)昌黎県における国共の攻防については，中国社会科学院歴史研究所・中国共産党昌黎
県委員会「昌黎県史」 1985年， pp.181~191が詳しいので参照されたい。
16)搾取率について共に調究した田中恭子氏は， 華北の地主は長工を使う経営地主が多
く，富農と区分するために搾取率という概念が使われたと述べている。田中恭子「華
北農村の解放と土地改革ー河北・山東8カ村調査報告ー」中部大学国際地域研究所
「国際研究J2, 1985年， p.96。
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存命中は村で監視をしていた。 1948年に土地を 1人当たり 3畝分配したが，農
民の中には後難を恐れて受け取らない農民もいた。 1949年には地主にも土地を
分配し，仕返しを恐れた農民も土地を受け取った。また，まだ出稼ぎ先から帰
郷していない農民でも村に親戚がおれば土地を分配した。土地改革直後の耕地
は約 1,700畝あり，そのうち500~600畝が糧食田で，そこには粟や薯を栽培し
た。しかし， 1951年頃にはまだ村民の生産条件はよくなく，生活水準も高くは
なかった。
1952年に互助組化が行われ， 5組の常年互助組と 3組の季節互助組が成立
し，その組織率は約30形であった。 この頃の糧食生産の畝産は約100斤で， 果
物生産は20斤（主として梨）であった。この当時には小学校も建設され 1年から
4年まで 1クラスが出来，後に 2クラスとなった。 1954年には初級合作社が 1
社成立し， 1955年には計3社となる。初級合作社への加入は「自願互利」の原
則により，組織率は85%であった。 1954年以降は果樹の下にも糧食を栽培する
ようになり，生産力は著しく増大した17)。1955年には高級合作社化が行われ，
高級合作社への加入は強制加入であったため組織率は 10096となった。糧食の
畝産は約200斤となった。そして，果物の生産量は30万斤となった。このよう
に糧食や果物が増産したのは県政府が費用を出して農民を教育し，生産技術の
改善を計ったからである。その結果，村の総収入は110万1,000余元となり，全
ての経費を差し引くと 1戸当たり平均収入は812元， 1人当たりでは151元とな
り，この数値は農業集団化前に富裕中農が個人経営をしていた時の 1人当たり
平均収入142元を超え，農民の購買力を増大させた18)。
1958年には約50カ村 (50生産大隊）で組織する大規模な人民公社が成立する。
大躍進期には国家から，①教育，R糧食生産技術，③果樹生産技術等に対する
援助があり，例えば，教師の給料は県から賄われるようになった。 1960年には
17)資料によれば， 1955年から果樹の下に落花生を栽培するようになり，秋の収穫時には
樹上と樹下で収穫が可能になったとある。前掲「昌黎県史」 p.273。
18)前掲「昌黎県史」 p.272。
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人民公社の規模が縮小され， 6つの人民公社に分解した。后両山生産大隊は，
両山人民公社の10生産大隊中の 1生産大隊となる。后両山生産大隊の生産隊は
6隊であったが， 1965年には 3隊となり，文革中の1968年には撫寧県を見学し
て生産隊を廃止し，採算単位を生産大隊に上げた。そして，生産大隊の下に作
業組を設けた。
ところで，村幹部は既述した村の変化を 3段階に分けて，以下のように説明
した。第 1段階(1952年~1958年）は糧食が不足し，国家から安価に供給してもら
った。この糧食代金を払えず集団から借金し，果物や養豚・養鶏等の副業から
得た収入でようやく返却した。第 2段階(1959年~1963年）は第 1段階よりよくな
ったが，やはり困難な時代である。国家から無料で果樹栽培技術の指導を受
け，収量も多くなり，品質もよくなった。具体的には，収蘊は30万斤から60万
斤に達し，これまでは虫害や病気の果物が多く 1斤が 5分 (1分は0.01元）であ
ったのが，品質のよいりんごが 80飴となり， 1961・1962年には 5角 (1角は0.1
元）と10倍の価格で売れ， 1日のエ分は 3元にもなった。 また， 1961年10月か
らは電気が入り，電気ポンフ゜が利用出来るようになった。それ以前の1958年に
はディーゼル・ポンプが 1台あっただけである。第 3段階(1963年~1983年）は井
戸を掘り，水路 1,500メートルを建設し，耕地の8596以上が灌漑可能となり，
水の問題を解決した。その結果， 1958年の糧食生産量が80万斤であったのが，
1963年には 150万斤， 1983年には 260万斤に達し，毎年国家へ 10万斤の糧食を
供出している。 また， 1965年には50畝の土地にりんご果樹 1,100本を植林し
た。
多くの農村では1978年12月の三中全会を 1つのエポックとして，それ以後の
経済変化を非常に評価する。 しかし， 本村では 1963~1983年までの期間をと
り，あえて1978年を時期区分のメルクマールとしていない。後述するごとく，
三中全会以後の副業や工業の展開，あるいは商品経済の発展により農民が自由
に果物を販売出来るようになったことは評価はされてもよいと思えるが，満鉄
調査員がこの地方の果樹栽培農業の発展のために，解放前にすでに次のような
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対策を述べており，本村ではこのような農業に対する基盤整備や技術改良は，
三中全会以前において実践されており，三中全会の意義をあえて言う必要がな
いのかもしれない。すなわち，それは，①農業技術員による栽培知識および技
術の指導，②病虫風寒害等の災害に対する応急救済策，③講習会，生産物品評
会等の開催，④先進地の視察見学，⑤苗圃の設置，⑥組合の設立である 19)。
2. 東羊市生産大隊の歴史的展開
本村は1947年に解放され， 1948年に土地改革が実施された。当時の耕地面積
は約4,000畝あり，戸数は約380戸，人口約 1,500人であった。階級構成は地主
10戸，富農 19戸， 中農39戸で， 残りは貧農である。そのうち土地無所有の雇
農は80戸もあり，華北農村では自作農率が高いという一般的事例から見ると特
異な村である。雇農には 1~2分の疏菜地や口糧地はあったが，かれらは地主
のところへ長工や短エとして働き，長エの場合 1年に 1,000斤の粟を金に換算
して手当てとして受け取った。村には非農家はなく，全て農家であった。地主
は全て在村地主で， 10戸の地主で800畝（全耕地の20%)以上の土地を所有して
いた。最大地主は李老敏と李永恒で，李老敏は 150畝を所有し， そのうち 120
畝を長エ 3~4人を使用して自営し，残り30畝を小作に出していた。本村の小
作地は約 170畝あり，小作人は約30戸（約180人）いた。解放前においては小麦
．棉花・白薯・大豆を栽培し，特に小麦と棉花が主要作物であった。玉米は解
放後に栽培されるようになった。地主経営の場合， 粟と小麦の輪作として約
40%, 棉花作を約30%栽培していた。解放前の村長は富農の劉齢で70畝を所有
しており，中農は 1人当たり平均 3.5畝の土地を所有していた。土地改革は地
主の土地を全部没収し，貧農に平分した。分配は「土地法大綱」に基づくため
か頭割りにして 1人当たり 2.5畝と平等に行われた。富農の土地も 1人当たり
2.5畝を超えれば平分した。その結果，地主も同じように 1人当たり2.5畝分配
された。
19)前掲「昌黎縣果樹栽培調査報告」 p.96。
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互助組は1954年から始まり，村に 1組が成立し， 1955年には 10組以上（約50
戸）が成立した。 1956年には東羊市初級合作社が成立し，ここでは地主をも含
めて全戸が加入しており，他の地域と異なる。 1958年上半期に東羊市村・西羊
市村・東許営村・西許営村の 4カ村で組織される羊市連村社（連合高級合作社）が
成立し，東羊市大隊のもとには 4つの生産隊があった。
1958年下半期には冶河人民公社が成立した。この人民公社は 40カ村 (40生産
大隊）で組織された大規模な人民公社である。このような大人民公社は管理上
の問題があり， 1960年代の調整期に規模が縮小されるが，ここでも1962年に祁
馬人民公社・楼底人民公社・冶河人民公社・蘇丘人民公社の 4人民公社に分離
縮小されている。東羊市生産大隊は邸馬人民公社に屈し，邸馬人民公社の 9生
産大隊の 1つで，その下に 6生産隊がある。 1961~ 1962年は生活が最も困難
な時期で， 1963年も大雨で水害が起こり，農業は不作が続き，困難が続いた。
そのため1962年には基本採算単位を生産大隊から生産隊へ下ろし， 1961年から
三自一包政策を実施し， 収穫凪と個人の収入が直結するようにした。すなわ
ち，土地所有権は生産大隊にあったが，その使用権は生産隊にあり，人口によ
って土地を分配した。その結果，農民の生活は1963年より徐々に上向いた。本
村では1975年までは腹業が主で， 1976年よりエ副業が可能となり，後述するご
とくその収入は農業収入に等しいところまで発展する。
3。 岡上村の歴史的展開
解放前の概上村は戸数が約300戸，耕地面積が約2,900畝あり， 1畝当たり収
量は 200斤であった。本村の階級構成は地主が 4戸，富農 8戸，上中農20戸，
中農50戸，残りは貧悶であった。このうち全く土地を所有しない農家は16~17
戸あった。農家のうち小作開は60~70戸で，同族の土地を小作する者が多かっ
た。長工は50人以上いた。 4戸の地主は全て長工を使って製業を行う経営地主
で，その最大地主は211余畝を経営していた。残り 3人の地主も100畝以上を経
営していた。また，不在地主として小豊村の呉老永が250畝の土地を所有し，
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小商売をする 5~6人が計50畝を所有し， 不在地主の所有地は合計300畝あ
った。不在地主は商売をして儲けた金で土地を購入し小作に出していた。小
作形態は分種が多く， その小作料は収穫量の30形で， そのかわり農民は田賦
や灘款等を支払わねばならなかった。また， 小作料は同族の土地であれ， 他
人の土地であれ同一であった。地主地の多くは腹民が土地を地主に出典して金
を借り， 金を返済出来ないためにかれらに移動したものである。 しかし，土
地を出典する場合には土地の取り返し易い本村人にするのが一般的で，本村人
に金のない場合に他村人に出典する。例えば，楊小堂は呉老永に土地を出典し，
典契約が切れても金が返せず，土地を失った。この場合，例えば200元の土地
を出典したとすると，その半額の 100元が借りられる。そして，典期が来ても
返せないとなるとさらに50元借り，そしてまた50元借りて土地価格の200元に
達すれば，土地は他人のものとなる。ただし，殷民に先買権という言葉を知っ
ているかどうか尋ねたところ， 「売地先給近隣」（土地を売る場合先に近隣の者に
売る）という返事が返ってきたので， 先買権はかつて存在したのであろう。本
村に互助金融である銭会があったかどうか質問したところ，「白会」というも
のがあり，これは親戚や友人が金を出し合って食事をする会であった。
閾上村は1947年春に解放され，その年の秋から土地改革を実施する。土地の
分配は女・子供でも 1人当たり 1.2畝を分配した。ただし，独身の者や老人で
あれば少し多い 1.5畝が分配された20)。例えば，村幹部の範合は母と姉との 3
人家族で， 1畝の土地を所有していた。これでは生活が出来ないので，地主の
孫老林と範老梁のところで長工をしていたが，土地改革により 3畝の土地が分
配され，計 4畝となった。これでもなお生活が出来ず，ぎりぎりの状態であり，
貧農団の委員，すなわち雑用係をしていた。生活がやや楽になったのは1952年
からであり，その理由は節約して金をため農具を買って生産条件がよくなった
からである。
20)浙江省建徳県白沙鎮新安江村の調査では，土地改革時，雇農は貧しいため結婚出来な
い単身者が多く，将来の結婚に備えて 2人分の土地が分配された。
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1952~1953年に互助組化が行われ，45組成立し，その組織率は100形に達する。
1954~1955年には初級合作社化が行われ，1954年には 7社成立し，1955年には20
社に増加した。初級合作社は 1社につき10~20戸が組織され，その組織率は50
彩である。そして，僅か半年後の1955年冬には 6生産隊を含む岡上高級合作社
が成立し，その組織率は1009,るとなる。それゆえ，村民に初級合作社の意義を聞
いてもその期間が非常に短いため不明瞭であったが，高級合作社については具
体的に評価を下した。すなわち，高級合作社化後，畝産は夏作と冬作の 2作で600
斤と増大し，その要因として，①金に余裕が出来たので化学肥料を購入した，
③技術が改善された，③土地を効率的に利用出来るようになった点を上げた。
1958年に区規模の31カ村 (31生産大隊）を含む大同人民公社が成立した。 1958
~1960年には公共食堂が各生産隊毎に建設され，岡上生産大隊には 6つの公共
食堂が成立し，農民はここで食事を取った。しかし，公共食堂は農民にとって
親しめず， しかも1960年には旱害で食糧が不足し廃止された。公共食堂は集団
の物質的基礎がないところに建設され，浪費が多く，食糧不足となり，結局廃
止せざるを得なかったと村民は言う。 1956~1958年には 1つの井戸で 100畝を
灌漑しなければならず，井戸は浅いので旱害の時には干し上がってしまった。
1958年には電気が通じ，自力更生・刻苦奮闘により井戸を建設した。そして，
電動モーター 6台とディーゼル発動機10台によるボンプ井戸が完成した。この
点は大躍進期の評価される点であろう。しかし，大規模な人民公社は経済基盤
がなかったと同時に，管理が難しく，その結果1960年と1961年は生活が最も苦
しくなり， 1963年には水害も起きた。人民公社経営をスムーズに行うためにそ
の規模を縮小し，大同人民公社を大同人民公社・固上人民公社・麗陽人民公社
（聞き取りでは力羊であった。 ところが地図上に力羊はなく麗陽がある。両者の発音は同
じである）．邸頭人民公社の 4人民公社に分割した。湖上生産大隊は巌上人民公
社の 9生産大隊の 1つとなった。
文革については，何もよくなかったと辺書海は言う。 1973年には下放青年が
村へやって来たが，詳しくは質問していない。 1978年にはこれまで選挙権や非
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選挙権もなく，運動が起これば攻撃をされていた地主・富農のレッテルを剥が
して政治的差別を撤廃した21)0 
N. 三中全会以後の農村経済の変貌
1. 后両山村の変貌
后両山大隊では1982年までは大隊による統一管理を行っていたが， 1983年よ
り大包干制を導入し，土地の質と而積を考慮して農民に土地を分配した。その
方法は果樹園と糧食田の比率を 8対2の割合で分配し，口糧田に何を植えるか
は農民の自由とした。 というのは 1980年までは国家へ糧食を 8~10万斤供出
していたが， 1981年以後は人口増のため供出する必要がなくなったからであ
る。果樹園の分配は，果樹 1本1本の 4年間の平均収穫最を考慮して公平にな
るようにした。しかし，当然土地を売ることは出来ない。土地は労働力 2'人
□ 8の割合で分配した。具体的には男女に関係なく 16~65歳までは10割， O~ 
15歳と65歳以上は 8書りとした。例えば，村長の王抗興は 4人家族で子供が 2人
おり，その結果， 1人+1人+0.8人+0.8人=3.6人分の土地を受け取った。
村長の手当ては年400元と副業収入の 39, るがボーナスとなる。 また，団員が聞
き取りをした鄭家では 6人家族で，果樹4.5畝，糧食田2.5畝を手に入れ，糧食
田には水稲・小麦・豆を栽培し，果樹の収入が約2,000元，副業収入が1,000元
であった。
農業生産責任制の迎入により，公益金や公積金・管理費等の集団提留金と農
業税を村に支払えば，残りの収入は入て農民のものとなった。これらの上納金
は大人 1人当たり43元であり，これは過去4年間の平均産量から計算され， 15
年間は変わらないとされている。また，今後の人口の増減に対しても分配地は
動かさず，金銭の授受で調整することにしている。例えば，子供が生まれれば
21)地主や富農のレッテルをはずし，名脊回復させることについては，中共中央「関子地
主，富農分子摘相問題和地，富子女成分問題的決定」 (1979年1月1日）「幾村経済政
策贈編1978-1981」（上冊）， 1982年， pp.43~44を参照されたい．
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1人当たりの年間収入の半額を村から貰い，死亡等で人口が減少すれば半額を
村に納めると言う。しかし，人口減のスピードよりも人口増のスビードが速け
れば，当然村の負担は大きくなり， 15年間不変とすれば村財政に与える影響は
大きいと思えるが，一体どうするのであろうか。
工業・副業も請負生産に出され，村民委員会は指郡するだけで直接関与しな
くなった。工業と副業には， (1)段ボール箱加工， (2)商店， (3)貿易公司， (4)運送
業， (5)5カ所の建築用砂利採取場等がある。請負人の決定は， (1)村民委員会が
能力があると判定した者， (2)余剰労働力を持つ者， (3)他所から専門知識を持つ
者を顧問として迎える，という方法による。段ボール箱加工工場では，材料の
一部は国家から賄われ，他は種々の部門から調達する。請負利潤を超過達成し
た場合は，超過分の509,かを村に納め，残り50形は工場の社員で分配する。 1983
年度は工業と副業は請負定額を超えたが，糧食と果樹は秋に盃が降るという自
然災害により， 409,るが被害を受け，定額以下となった。 1984年は豊作で，平年
の10~15飴以上の増収になる見込みである。
三中全会以後，副業が盛んになり，昌黎県城の農貿市場で販売すればブドウ
1斤が 1角，桃 1斤 3角であり，汽車に乗って天津へ販売に行けば，それぞれ
が2角， 7角となる。そこで， 農民達は親戚や親しい者達で合股組織（お互い
に金を持ち寄って資金とした組織）を結成し，県政府農林局の商品経済委員会から
情報を得て果物が不足していると思われる天津や河南省までも販売しに行くよ
うになった。利潤は農民の出資額に応じて分配している。
農業生産責任制は農民に活力を与え， 1983年 1人当たり平均収入は 340元と
なった。これは 1976~1982年までの平均収入250元と比較すると， 90元も増
加したことになり，大隊の資産は 140万元となった。果樹の本数はこれまで 1
万6,000本であったのが，生産請負により 1万2,000本を植樹し，計 2万8,000
本となった。その結果，梱林した果樹が実を結ぶ1987年頃には果樹生産量が約
400万斤に達する見込みである。后両山村では1980年に始めて万元戸が出現し，
22) 1976年の唐山地震で家屋が破壊され，家を建て直すのに貯金を使い果たし，地裳がな
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現在では20~30戸が万元戸と言う 22)。専業戸は30戸あるが，専業戸の規定につ
いては聞いていない。 1982年以前には， 農民は都市に出稼ぎに行きたがった
が，現在では経済状態がよくなりあまり出ていきたがらなくなったと言う。ま
た，唐山地震で家屋が倒壊し，村は壊滅状態になったが， 2年後に集落を整備
して再建した。この場合，元の集落の位置に再建したのではなく，別の場所に
再建した。その際，元の隣同士はやはり隣同士になるように配慮している。
2. 東羊市生産大隊の変貌
東羊市生産大隊は，我々が訪問した1984年夏にはまだ「政社分離」を行って
おらず， 1984年末か1985年始めに行う予定であった。しかし，人民公社レベル
の「政社分離」は行われており，邸馬人民公社は邸馬郷となり，郷人民政府・
郷党委員会・郷経済聯合社が成立している。
農業生産責任制は， 1981年秋の小麦栽培から聯産報酬制（生産量にリンクして
分配を行う責任制）が導入され， 農業労働力 1人当たり 2畝の土地を請け負わ
せ，工場で働いている者や家事に従事している者・学生等には口糧田として
0.5畝を分配した。経営方法は生産大隊が作付けを行い， 個人が管理・収穫を
行う。しかし，この方法は面倒なので， 1982年より大包干制を導入した。 1人
当たり請負地は生産隊により土地所有面積が異なるため， 当然異なる。例え
ば，ある生産隊では数え 13歳以上に 1人当たり 1.4畝を分配し，数え 1~7歳
にはその 3割， 8~12歳にはその 7割を分配した。この場合，年齢による割合
は各生産隊とも同一である。分配した土地は17年間は変動することはなく，例
えその間に家族数が増減しても，国家への供出糧食を増減させることで調節す
ることにしている。すなわち，生産隊が家族数の増加した農家には供出量を減
らし， 家族数の減少した農家には供出量を増やすという方法である。 ところ
かったら万元戸はもっと多くなっていたと言う。奇妙な応答であるので詳しく聞く
と，本村における万元戸の概念は年間収入が1万元以上を言うのではなくして，貯金
が1万元以上ある農家を意味していた。これは一般の概念と異なる。
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が，これまでは「徴購制」が採用され，農民は一定量の糧食を強制的に国家へ
販売しなければならなかったが， 1985年より「定購制」が採用され，国家への
糧食販売は腹民と国家との契約制となった。本村では1985年以降，どのような
調節方法を採用しているのか不明である。農業税は 1畝当たり 5生産隊では10
元， 1生産隊では 5元を徴収している。公益金や公積金は副業や工業収入から
賄い，農民からは徴収していない。 1983年度の糧食生産は 430万斤で， 1畝当
たり1,468斤となる。棉花（皮棉）は 1畝当たり113斤で，農業収入は88万元であ
る。
工業・副業は1978年以降積極的に行われ，その収入は 14万3,000元となり，
1980年より紡績工業を興し， 1981年のエ副業収入は64万元，利潤 28万3,000元
となった。 1983年に収入• 利潤はそれぞれ80万元， 39万元となり，ほぽ農業収
入と等しくなった。その結果， 1人当たり純収入は 1978年130元， 1980年 190
元， 1983年515元と増加し，これらの収入増加はエ副業の発展に負っている。
村には合股制による紡絞工業・セメント工業・木工工業（家具製造）・建築隊・
製粉工業（粉条・粉絲製造一春雨のこと）．撚糸工業があり， 車が9輌とトラクタ
-25輌があり，輸送業に利用されている。
3. 巌上村の変貌
岡上人民公社の「政社分離」は 1983年下半期に行われ， 人民公社は郷とな
り，郷人民政府・郷党委員会・郷農工商服務公司に分離した。岡上生産大隊も
同時に岡上村となり，村民委員会・党支部委員会に分離し， 1982年に 6生産隊
から 9生産隊に増加した生産隊はそのまま存続している。
農業生産責任制は 1982年冬期に包産到戸制を実施するが， 「出人不出力」
（仕事に出ても働かない）といった状態で競争心がなく， 1983年に包干到戸，すな
わち大包干制を実施する。土地の分配は不公平にならないように簸で決められ
た。第 5生産隊を例にとると， 1人当たり 1.1畝で，応答者の辺書海の家族は
6人であるから 6.6畝を請負い，自留地が 1.8分(1人当たり0.3分）である。農
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家は 1畝につき農業税 6元と，村に集団提留金等14元を納めればよい。この14
元には灌漑用の電気代やポンプの管理費用が含まれ，このポンプの管理者が電
気代を徴収する。ボンプは各生産隊に属し，第 5生産隊には 4台，井戸が10眼
存在する。農薬等は個人が負担する。一旦分配された土地は15年間保証され，
例え人口が増減しても土地を移動させない。この場合，国家へ供出する食糧を
増減して調節するとのことで，東羊市生産大隊と同じ方法を採用している。と
ころが，大包干を始めた頃には国家の購入価格は玉米 1斤で 1角 6~7分であ
り，市場価格は 3角 1~2分とかなり高く，人口が減少した農家に国家への供
出量を増加させることに意味はあったが，調査当時ではほとんど価格差が小さ
くなり，この意味は弱くなっている。
三中全会以後の変化については，農業税は 1畝につき1960年代が 5~6元で
あり，現在でも 6元と変化はない。 1人当たり純収入は，応答では1960年代50~
80元， 1970年代80元， 1980年代初期は95元であったが，第2表を見ると， 1978年
の1人当たり収入は93元で，1983年には462元に上昇している。農家 1人当たり
収入の増加は貯金額にも表われており， 1978年に1.3万元であったのが， 1983年
第2表巌上村の経済水準
五 I1e1s年 I1983年
1人当たり平均収入（元） 93 462 
社員預金（万元） 1. 3 24 
腕 時 計 45 748 
自 転 車 110 495 
置 時 計 60 415 
オ 卜 ノ‘. イ 2 
テ レ ビ 3 264 
ラ ジ オ 75 447 
録 音 機 ゜ 21 家 具 41 317 
洗 濯 機 4 
ミ シ ン 75 456 
新 築（間） 58 713 
出典）村の展覧室で筆写。
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には24万元になっている。また，農民が購入する生活用品や耐久消費財も急速
度に増加している。この背景には第3表に見られるごとく，農業収入の伸びよ
りもエ副業収入の伸びの急激なことがあり，糧食生産量は伸びなやんでいる。
第3表尚上村基本経済概況
~I 
??
ー
?
??
食 （万斤）
花・（畝）
産（斤）
量 （万斤）
総収入（万元）
そ工副業（万元）~1農 業（万元）
ち多角工副業（万元）
そ工副業 (96) 
勺l農業（彩）
ち副 業（彩）
戸数（戸）
重点戸・専業戸 （戸）
割合(%)
民兵の重点戸・専業戸（戸）
割合(%)
鶏・兎（羽）
豚（頭）
大牲畜（頭）．
動力井戸 （眼）
購入農機具 （台）
発電機 (kW)
自動車（輌）
トラクター （輌）
電気モーター （台）
ディーゼル機関 （台）
避妊手術予定者 （人）
避妊手術を受けた者（人）
割合(%)
一人っ子夫婦 （組）
1978年・
206 
2.3 
2.5 
26 
3.8 
49 
47 
1, 100• 
448 
36 
28 
30 
゜1 
2 
30 
27 
1982年
208 
1983年
8.1 
256 
800 
176 
14.08 
181. 7 
77 
67.7 
37 
59 (42. 4) 
33.5(37.3) 
7.3(20.4) 
509 
373 
73.3 
205 
40.3 
6,400 
507 
48 
47 
125 
50 
6 
19 
61 
47 
107 
104 
97.2 
151 
出典）村の展覧室で箪写。民兵家族の避妊手術を受けた者は17人で， これ
は予定者の100彩である。（ ）は筆者が算出した正確な数値である。
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現在，エ副業は村民に請け負わしており，誰に請負わせるかは村がその人のオ
能を評価して決める。エ副業への投資は村が直接行う。労働者は約700人おり，
そのうち外村人は約 100人で，募集は募集要項を持ち周辺の村へ直接行って宣
伝する。労働者の賃金は出来高払いのノルマ制で，ノルマ以下であれば罰金を
課せる。賃金の平均は70元で，この額は幹部の手当てとほぼ同じと言う。
V. 結語
以上，訪問した 3カ村の聞き取り調査の中から各村の歴史を再構成し，現在
までの歴史的展開を紹介した。最後に結語として，村の歴史的展開から筆者の
問題意識に沿って村落の変遷の意味を考察したい。
筆者が華北農村における初めての実態調査で得た印象は， 解放前の自然村
（村落）は解放後も大きく変化することなくそのまま存在しているということで
あった。すなわち，華北の村落は華中・華南の村落と異なり， その戸数は 100
戸を超え大きい。華中・華南の村落であれば，小さい村落では20~30戸，幾分
大きくても50戸以下であるため，土地改革や農業集団化においては村落は社会
集団としての単位にはなりにくかった23)。例えば，土地改革においてはいくつ
かの村落を合併して行政村を形成し， それを単位として土地の分配が行われ
た。集団化においては，互助組や初級合作社の形成は小さな村落を単位として
可能であったが，高級合作社規模になると不可能であり，やはりいくつかの村
落を合併して始めて可能となった。ところが，華北の村落は記述してきたごと
く村落の規模が大きく，それゆえ村落は土地改革，互助組，初級合作社，高級
合作社，人民公社の生産大隊，そして「政社分離」後の村民委員会の単位とし
て常に独自に存続してきた。
また，解放前のマーケット・タウンとして機能してきた村落は解放後も政治
・経済の中心地で，人民公社管理委員会の所在地であり，「政社分離」後もや
23)拙稿「中国農村における社会経済構造の変容ー中国農村の伝統と変革ー」「中国研究」
1988年10号を参照されたい。
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はり郷人民政府の所在地であるとともに，農貿市場（集市）の開かれるところで
もあった。后両山村を例にとると，解放前に后両山村が属する第 1区には，第
2図に見られる県城（市日は5と10の日），装家堡 (1と6の日），大蒲河 (2と7の
日），両山(3と8の日），紅橋(3と8の日），沙河橋(4と9の日）があり 24), 県城
を除くこれらの集市は現在，郷政府の所在地となっている。后両山村民が参加
する集市は両山・県城・斐家堡であり，これらの市日はそれぞれ解放前と同じ
3と8, 5と10, 1と6と変化していない。
槃城県では解放前に12の集市があり 25), そのうち県政府や郷政府の所在地と
なっているのは第 3図の県城．．冶河・ 陳村・西営・城郎・小梅（小枚）・西安庄
・南高・ 賓姻の 9カ所である26)。他の 3カ所は小集で，そのかわり県城の近く
の孟董庄・馬家庄・疎家庄が郷政府の所在地となっている。これは県城の集市
は規模が大きく，その近くに集市が成立しなかったからである。しかし，解放
前の集市は全て現在でも存在しており，その市日は現在も同じである27)。現在
の巣城県の行政規模は解放前よりも大きく，既述の12の郷政府所在地以外に，
解放前に獲鹿県に属していた方村・楼底・邪馬・蘇丘の 4郷を含んだ16郷であ
り，東羊市生産大隊も解放前には獲鹿県に属していたため，解放前にこれらの
郷政府所在地や東羊市に集市があったのかどうかは不明である。東羊市生産大
隊の村民が参加する集市は， 東羊市 (5と10の日），冶河(4と9の日），邸馬 (2
と7の日），方村(1と6の日），県城(1と6の日が大集， 3と8の日が小集）であり，
東羊市を除く他の集市は，県政府や郷政府の所在地であることがわかる。
藁城県には28郷（人民公社）があり，栂上村の周りの集市としては，第 3図に
24)中國農村慣行調査刊行會編「中國農村慣行調査」第5巻， 1957年， p.251。
25)前掲拙著 p.72を参照されたい。
26)解放前には西安庄や南高という集市名は存在せず，北安楽と南高邸という名前である
が，地理的位慨から西安庄と南高は北安楽と南高郎と考えられる。
27)簗城県孟董郷寺北柴村の支部書記の応答に基づく。前掲拙稿「中国農村社会経済構造
の変容分析ー河北省槃城県孟葉郷寺北柴村と山東省歴城県冷水溝郷冷水溝村の調査事
例ー 」を参照されたい＇
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みられる樹上 (1と6の日）， 邸頭 (3と8の日）， 県城 (4と9の日が大集， 1と6
の日が小集）， 梅花 (2と7の日）， 麗陽 (5と10の日）， 故献 (2と7の日），賣市庄
(3と8の日）， 正定県の南村 (4と9の日）があり， 故献集は同じ湖上郷にある
が，他の集市は県政府あるいは郷政府の所在地である。
この 3カ村を考察する限り，華北の村落は解放後の土地改革や社会主義改造
の中で，歴史的に大きく変化しておらず，その歴史的変遷過程の把握が簡単で
ある。そして，かつてのマーケット・タウンは解放後も人民公社や郷政府の所
在地となっており，しかも現在もマーケット・タウンとして機能し，その市日
も解放前と同じである。また，后両山村においては写真に見られるような看青
（作物の見張り）小屋があり， 村の青年達は夕方から明け方までこの小屋に寝泊
りして，作物，特に果物の見張りをするという慣行が残っていた。社会主義で
あればこのような慣行は旧体制の遺物として否定されてもよいはずであるが，
作物泥棒から自分達の生産物を守るために現在でも伝統的慣行が実施されてい
る。以上のようなことから， 華北農村の村落として団体性の把握は， 今後の
調査研究において可能なように思える。ただ，この点は最初の簡単な調査であ
り，今後の調査に待ちたい。
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リンゴ園の中の看青小屋と村の青年達。手前
の作物は棉花。
